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地域学校協働本部

地域と学校が一体となって進める防犯教育の取組

委員構成

会議回数

社会教育委員
子ども会育成連絡協議会
学校支援ボランティア
スポーツ少年団本部長
主任児童委員
ＰＴＡ役員
高校生 など 17名

年間平均４回

平成30年度設置

様似町学校運営協議会

背景・取組概要

日 高 管 内

工夫・ポイント・特徴的な取組

成果・効果

様似町立幼児センター
様似町立様似小学校
様似町立様似中学校

◆ 様似町では、児童生徒が自己の防犯意識を高く持ち、緊急時に冷静に判断し集団において適切な行動がで
きるスキルを身に付けさせることを目指している。今年度は「北海道実践的安全教育モデル構築事業」の指
定を受け、防犯教育の充実に取り組んだ。

◆ 学校運営協議会において本事業の取組の説明と経過報告を行い、地域からの理解を得た上で、子どもたち
を地域と学校が協働して守る機運の醸成を目指した。

◆ 委員の構成や熟議の形態を工夫した学校運営協議会
様似中学校を卒業した高校生２名に委員を委嘱し、様々な年代の町民が集って

協議できる環境を整えている。また、毎年秋には「町民熟議」として数十人規模
での熟議を行い、町民が地域学校協働活動に主体的に参画する風土をつくってい
る。過去の熟議の結果は、様似小・中学校の学校経営グランドデザインに反映し
た上で、校長から委員に対し丁寧な説明が行われた。

◆ 防犯意識を高める地域学校協働活動
学校運営協議会委員による協議の結果、町内全域の「安全マップ」を作る活動

を通して町民の防犯意識を高めることになった。町民熟議では参加者の居住する
地区ごとに集まり、事故や犯罪の起こりやすい場所や「子ども110番の家」の整
備状況について話し合い、地図に情報を書き込んだ。

◆ 小・中学校合同の防犯教室では、中学生が小学生をリードしながら地域に潜む危険について考えたり、自
宅近くの「子ども110番の家」の場所を確かめたりと、子どもたちは防犯についての学習に主体的に取り組
み、防犯意識を高めた。

◆ コミュニティ･スクールと地域学校協働活動の一体的実施
今年度、防犯教育の充実にあたって、学校安全アドバイザーの助言に加え、高

校生や警察官からのレクチャーを受けた。学校運営協議会委員とは、防犯教育に
係る取組内容を共有した上で、具体的な活動の在り方について協議した。

◆ 安全マップという目に見える成果物を作る活動を通して、地域住民は日ごろ生活している地域の防犯体制
について改めて考える機会を得ることができた。

コーディネート機能の確保

学校からの依頼内容に応じて
町教育委員会職員が分担して
コーディネートを行っている。

学校・園

様似町地域学校協働本部

【課題解決へ向けた学習活動】

【学びや気付きの共有】
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